
   

【個人】 

●赤塚孝治（ハンドボール部男子）東海学生ハンドボール

大会春季・秋季リーグ選手権大会 春季リーグ１部：得点王、

秋季リーグ２部：優秀選手賞　●池田直（ソフトボール部）

東海テレビ杯平成１８年度春季第５８回東海地区大学男

子ソフトボール戦：首位打者　●細江政範（硬式庭球部

男子）第６６回東海学生テニス選手権大会シングルス・ベ

スト３２、ダブルス準優勝　●鈴木裕也（硬式庭球部男子）

第６６回東海学生テニス選手権大会シングルス・ベスト１６、

ダブルス準優勝　●片岡哲哉（水泳部）第８２回日本学生

選手権水泳競技大会出場２００m背泳ぎ５５位：２分１２秒２７

●廣田葵（水泳部）中部学生選手権水泳競技大会女子

１００ｍ平泳ぎ３位（決勝）：１分１８秒８８　●福田千明（弓

道部女子）第５０回東海学生弓道秋季女子部リーグ戦：

１０傑６位　●酒井友里（弓道部女子）第２３回名古屋学

生弓道選手権大会個人女子初段以下の部準優勝　●

筧真太朗（弓道部男子）第３９回東海学生弓道男子百射

会３位　●立松徳裕（弓道部男子）第５０回東海学生弓

道秋季リーグ戦個人優勝　●田中太郎（洋弓部男子）東

海学生アーチェリーフィールド選手権大会第１位　●山田

洋平（洋弓部男子）東海学生アーチェリーインドア選手権

大会第２位　●山本いづみ（洋弓部女子）東海アーチェリー

個人選手権大会第２位　●阿部寛和（陸上競技部） 第

６１回国民体育大会選手選考春季選抜競技会男子８００

ｍ第２位　●山中遥（陸上競技部）第３３回東海学生陸

上競技秋季選手権大会女子８００ｍ第２位　●佐藤詩織

（競技エアロビクス）第６回全日本学生エアロビック選手権

大会個人の部女子シングル部門優勝　●近藤恵介（ス

ペイン文化研究会）JICA中部「大学生国際協力プログラ

ムに基づく「多文化共生プロジェクト」活動：今年度の「大

学生国際協力プロジェクト」の一つとして選出　●藤本

翔太（ドイツ文化研究会）第４１回中部地区ドイツ語弁論大

会１位　●鈴木舞（中国語スピーチコンテスト）第２４回全

日本中国語スピーチコンテスト優勝　●太田正和（ベン

チャー企業奨励事業）第４回キャンパスベンチャーグランプ

リ中部：特別賞「中部経済産業局長賞」 （以上20個人） 

【団体】 

●ハンドボール部男子 東海学生ハンドボール大会秋季

リーグ戦２部リーグ優勝（１部リーグ昇格）　●アメリカンフッ

トボール部 東海学生アメリカンフットボール大会秋季リー

グ戦１部リーグ３校同率２位　●硬式テニス部女子 全日

本大学対抗テニス王座決定試合東海地区予選 東海大

学対校テニスリーグ戦１部昇格　●弓道部女子 第５０回

東海学生弓道秋季女子リーグ戦Bブロック優勝　●洋弓

部男子 東海学生アーチェリーフィールド選手権大会およ

び東海学生アーチェリーインドア選手権大会団体優勝　

●水泳部 中部学生選手権水泳競技大会女子４００mメド

レーリレー３位（決勝）：４分４６秒４８　●チアリーダーズ

RUSTLES 全日本学生チアリーディング選手権大会第

５位　●写真部 月刊カメラマン月例フォトコンテスト（モー

ターマガジン社主催）エキスパート部門：２席（１点）３席（１点）

銀賞（２点）銅賞（１点）予選（６点）　●管弦楽団 第８３回、

第８４回定期演奏会　●法学部アドバンスト演習丸山ゼミ 

第４回東海学生刑法学会１位 （以上10団体） 

大学広報の一環として、交通広告による広報活動を展開いたしました。 
広告に関するご意見・ご感想は、学長室までお願いいたします。 

すずき・むねのり 
 
 
外国語学部ドイツ学科助教授 

 

 

 

 

 

　私は、研修や授業において人間関係能力を

高める方法（「ラボラトリー方式の体験学習」）

に関する実践研究および組織の中の人間的な

側面に働きかける「組織開発」の研究を行っ

ています。 

　ラボラトリー方式の体験学習は、１９４０年代に

アメリカで誕生した方法で、日本では南山大

学が研究と実践の拠点になっています。授業

で実施される場合は、グループワークなどを

実施した後、その実習中に起こっていたお互

いの関係についてふりかえることを通して、自

分が他者とどのように関わっているかに気づき、

コミュニケーションやグループのダイナミクス

を学んでいきます。 

 これまでの研究では、ラボラトリー方式の体

験学習を用いた授業を通じて、グループの中

での対人的な不安が低くなることや、自分の

意見や気持ちをより表現できるようになるこ

とを実証してきました。 

　組織開発は、歴史的にはラボラトリー方式の

体験学習が原点であり、現在もアメリカにおい

て発展している手法です。日本でも１９７０年代

に導入されましたが、その後下火となり、現在

の日本ではマネジメント的発想による組織変

革が主流となっています。しかし、日本の組織

における人間関係や組織文化などの人間的な

プロセスによる問題はさらに増えていくと予

想され、今後必要とされる日本型組織開発の

あり方について研究を行っています。 

 

 

 

 

　私が担当する「政治研究の基礎（ドイツ）」は、

外国語学部の学部共通科目のひとつとして開

講されています。新入生も履修できる科目の

ため、次に紹介するような、外国の政治と日本

の政治を比較する上での基本的な見取り図を

示すことを心がけています。 

　ドイツという国を訪れると、日本とくらべて

福祉が充実し、労働者を保護する制度が整っ

ていることがすぐに分かります。よく知られて

いるのが――最近廃止されつつある――「閉店法」

という法律で、過度の競争を防ぐために夜間

や週末の小売店の営業時間が制限されてい

ました。これまで深夜営業のコンビニは開店

できなかったわけですが、そうしたドイツに最

近では規制緩和の波が押し寄せています。そ

の一方、日本はサービス残業が横行する長時

間労働の国として知られています。それでも「企

業主義社会」と呼ばれた数年前までは、大半

の労働者は終身雇用の下で安定した生活が

保障されていました。しかし近頃では非正規

雇用が増え「格差社会化」が進行していると

言われます。その原因は、やはり労働法制の

規制緩和です。 

　ヨーロッパと日本、いずれも「改革」の名の

下に規制緩和が進められていますが、それは

同じ「グローバル化」という現象を背景として

いると言えます。西ヨーロッパの労働者は共

産圏崩壊後の東欧諸国の安価な労働力との

競争を強いられ、日本の労働者は改革開放後

の中国の労働力と競争を強いられています。

企業はグローバルな競争に勝ち残るため、規

制緩和や法人税減税、そして福祉削減を政府

に迫っているわけです。 

　こうした時代であっても、いや、こうした時

代だからこそ、まだまだ福祉が充実しているヨー

ロッパに注目する意味があるのだと思います。

変化する社会のなかで政治の行く末を見守る

ためには、各国の制度の成り立ちに目を凝らし、

相互に比較する視点を養わなければなりませ

ん。最後に少しだけ自慢話をすると、６年間こ

の講義を担当していますが、最近よく言われ

る「格差」の話を扱ったのはずいぶん早くから

だったように思います。 

専攻分野は「社会学」。 

長期研究テーマは「理論社会学研究」。 

主な著作は「批判的社会理論の現在」(共著、

晃洋書房、２００３年)。 

担当科目は「ドイツの政治と社会」「ドイツ

政治研究」「時事ドイツ語」など。 

中村 和彦 

人間関係能力が高まる・ 
組織の人間関係が変わる 

外国語学部生のための 
政治学 

私の研究 

私のクラス 

専攻分野は「人間関係トレーニング」「組織

開発（OD）」「人材開発（HRD）」。 

長期研究テーマは「体験学習を用いたラボ

ラトリー・トレーニングの基礎研究、フィール

ドへの応用研究」。 

主な著書は「ファシリテーター・トレーニン

グ－自己実現を促す教育ファシリテーショ

ンへのアプローチ」(共著、ナカニシヤ出版、

２００３年)など。 

担当科目は「人間関係概論」「人間関係ト

レーニング」など。 

なかむら・かずひこ 
人文学部心理人間学科助教授 

鈴木 宗徳 
 

南山大学交通広告 

南山大学では様々な国や地域について学べると同時に、留学の
道も開かれています。このことを表現するため、世界地図に見立
てた教室の机に、国際色豊かな留学生と共に学ぶ姿をデザインし
ました。すべての人に尊厳を見、偏見のない精神で相互の理解と
友情を育てる。そんな国際人の育成を目指しています。 

南山で学ぶ。世界が見える。 
ここが、世界への入り口だと気がついた。 

南山で学ぶシリーズ 

南山大学広報誌 

　個人もしくは団体が課外活動において特に

優れた成績をおさめたとき、または課外活動に

著しく貢献したとき、特に顕著な善行を認めら

れたとき、学生部長表彰が授与されます。今年

度も3月20日に表彰式が行われ、受賞者、受賞

団体の栄誉を称え、学生部長から表彰状ととも

にそれぞれの活動に必要な品が贈られました。 

掲出期間 

７/１～７/３１ 
７/３～７/１０の内１週間 

媒体　 

新幹線 セットパネル 
B０連貼りポスター 

南山大学の学生が、様々な学びや体験を通じて、世界を見つめ、
世界と向きあい、世界を感じ、世界と話すという意味が込められ
ています。学長をはじめ、学生、神父、修道女、教職員が地球を
囲み、南山で学ぶことにより国籍や世代、価値観の違いを超え、
互いに分かり合う姿を表現しました。 

南山で学ぶ。世界が分かる。 
ここで、世界を知るきっかけをつかんだ。 

掲出期間 

１２/１～１２/３１ 
１２/８～１２/１８の内１週間 

媒体　 

新幹線 セットパネル 
B０連貼りポスター 

日本人学生と外国人留学生が共に学ぶ南山大学。そこで得た
国際性を糧に、それぞれの学生がそれぞれの道を歩んでいます。
日本を拠点としたグローバルな活躍、世界各国でその学びを様々
なカタチで生かす卒業生の姿を、ランベルト正積方位図法を用
いた世界地図上に、立体感を持たせて表現しました。 

南山で学ぶ。世界へ羽ばたく。 
ここで、世界への翼を手にした。 

掲出期間 

３/１～３/３１ 
３/５～３/１２の内１週間 

媒体　 

新幹線 セットパネル 
B０連貼りポスター 

掲出場所 

【東海道・山陽新幹線駅】東京・小田原・静岡・浜松・豊橋・名古屋・京都・新大阪・新神戸・岡山・広島・小倉・博多 

【JR駅】〈北海道〉札幌駅、〈長野〉長野・松本駅、〈静岡〉静岡・掛川・浜松駅、〈金沢〉金沢駅、〈富山〉富山駅、〈福井〉福井駅 
〈滋賀・京都〉草津・大津・山科駅、〈広島〉広島駅、〈福岡〉博多駅　※掛川駅は１２月のみ 

媒体　 

新幹線 セットパネル 

B０連貼りポスター 

トレイン・ジャック 

掲出場所 

名古屋エリア（東海道線・中央線） 
静岡エリア（東海道線） 
名古屋本線 特急一般車４両×２編成 
名古屋線 ４両×１編成 
名古屋エリア（東海道線・中央線・関西線） 
静岡エリア（東海道線・御殿場線・身延線） 
全線 
全線 
名古屋線 
ポータルサイトYahoo!JAPAN「ステップアップ」 

掲出期間 

１１/１４～１１/２７ 
１１/１３～１１/２６ 
１１/１４～１１/２７ 
１１/１４～１１/２７ 
１２/ １ ～１２/３１ 
１２/ １ ～１２/３１ 
１２/ ９ ～１２/２２ 
１２/ １ ～１２/３１ 
１２/ １ ～１２/３１ 
１２/ １ ～１２/３１ 

媒体　 

JR東海 テーマトレイン 
 
名鉄 マルチ電車 
近鉄 ADトレイン 

JR東海 まど上A額面  
名古屋市営地下鉄 ドア横 
名鉄 まど上額面 
近鉄 ドア横 
Yahoo!ラージイーストモジュール 

１１月から１２月に東海地区でジャック型電車内交通
広告およびYahoo！バナー広告を掲出しました。
世界を見据え、様々な活躍をしている学生７名の熱
いまなざしを前面に打ち出し、南山生および南山
大学の魅力、国際性をアピールしました。南山で培

われたその広い視野は、国内外でのボランティア
活動や他大学とのグループワーク、海外の提携校
における留学体験などを通じ、さらに高まる志をもっ
て、国際社会へと羽ばたこうとしています。 

●掲出路線詳細 

●掲出路線詳細 

　小論文やプレゼンテーション選考を経て、

晴れて手にしたニューヨークセミナーへの

参加権。１月３日を皮切りに行われたこのセ

ミナーは、就職活動生を対象に、昨年１１月に

オープンしたユニクロNY店の視察と勉強

会を目的としたものであった。新しいNYの

店舗は、そのコンセプトに謳われた「超合理性・

機能美」にかなう、近代日本を意識したディ

スプレイを施す仕上がりに。また普段は入る

ことのできないデザインスタジオでは、すで

に来年の秋・冬のコレクションがその装いを

整えていた。グローバルな商品展開を行い

つつ、世界の店舗の一貫性を追求するのが

今後の課題なのだとか。このように現場を

訪れ実際に働い

ている方の話を

色々な観点から

伺うことは、とても貴重な体験となった。 

 セミナーのもう１つの大切な目的は、ユニ

クロNY店や日本国内店舗の現状認識と施

策のプレゼンテーションを行うこと。寝る間

も惜しんで取り組んだプレゼンテーション

では、学生ならではの視点で社員の方の盲

点をつく提案もあり、相互に学びあえるも

のとなった。セミナー参加者は今回初めて

会う学生ばかりであったが、お互いを理解し

協力しあうまでにそれほど時間はかからず、

セミナーが終わる頃には彼らは私にとって

最高の仲間となっていた。さまざまな視点・

価値観を持つ彼らから影響を受け、私が学

んだことは計り知れない。こんなに素晴ら

しい機会を与えてくれたユニクロ、そして

９人のメンバーに感謝の気持ちでいっぱい

である。もうすぐ本格的な就職活動が始まる。 

 企業は働くという環境を与えてくれる場で

あるが、仕事もその道を作っていくのも、最

終的には私個人の志であるということを教

えられたセミナーとなった。 

NYのユニクロで、 
ビジネス・プレゼンテーションを実践 

執筆：小瀬木 彩乃(フランス学科３年)

２００６年度 学生部長表彰 
２０個人１０団体 

「第１回南山小学校説明会」の開催 
日程 

事前申込制 
※参加申込方法および申込みの 
　開始時期については、 
　Webページをご覧ください。 

http : //www.nanzan.ac.jp/shogakko/

２００７年５月１２日（土）・１３日（日） 
（株）フォウス 様 
南山大学茶道松尾流南山会 様 
南山大学裏千家茶道部 様 
ドイツ証券株式会社 様 
南山大学経済学部 荒井ゼミナールIV 様 
宗教法人カトリック中央協議会 様 
長坂 清吉 様 
石井 義秋 様 
桜田 仙太郎 様 

「南山大学教育研究支援」への 
ご協力に感謝いたします。 

寄付者ご芳名 お知らせ 

発行 学長室　 
〒４６６‐８６７３ 名古屋市昭和区山里町１８ 
Phone : ０５２‐８３２‐３１１３（直通） 
E-mail : gaku-koho@nanzan.ac.jp 
http://www.nanzan-u.ac.jp

２００７. ３. ２１ 

　丘陵の尾根に沿い、大地に根を張るように佇む校舎群。赤褐色

塗りの外壁は、山里の大地の色との融合を表す。１９６４年、建築家

Ａ.レーモンドは自然の地形を壊さず最大限に生かした建物を造

ることで、近代建築の合理性を問い直す新たなモダニズムを打ち

出した。この全国初の試みは当時の最高の建築物と評され、１９６４年に日本建築学会賞が授与され、さら

に２００３年には、築２０年以上の建築物を対象に設計の質と維持保全の良さを称えるBELCA賞が授与された。 

自然と共生する建築モダニズム 

　出会いのきっかけは、学内掲示板の１枚

の張り紙だった。『南山寮交流』。それは児

童養護施設「南山寮」の子どもたちと地域

在住の留学生とのこころの交流を目的に、

日本学生支援機構（JASSO）が主催して行

う恒例イベントのお知らせであった。２００６

年は７月から５ヶ月にわたり毎月１回行われた。

　参加者はフィリピンやタイ、中国、インドネシ

ア、シリアからの留学生５人と幼稚園児から

高校生までの児童養護施設の子どもたち

３０人。フィリピンからの留学生、APOLLO 

ALEPANDER J. QUIRANTEさん（総合

政策学部３年）も張り紙を見て参加した１人だ。

子どもが好きで、日本の子どもたちにもっと

自国のことを知ってもらいたいと願っての

ことだった。自己紹介では緊張したものの、フィ

リピン語でも挨拶をし、自国の花や鳥、自然

などをスクリーンで紹介、また実際に生花の

色や香りに触れさせるなど、五感から子ども

たちを大いに楽しませた。初めて目にする

パイナップルの葉から作られるバロンタガ

ログと呼ばれる珍しい自国の民族衣装にも、

子どもたちは興味深く見入っていた。「フィ

リピンのジャンケンも一生懸命覚えてくれて

感動した。この交流で私たちの国への理解

を深めてくれたのでは。」と振り返る。 

　子どもたちとの思い出は尽きない。一緒

に老人ホームで訪問喫茶店を開きドリンク

やお菓子をふるまい、ともに歌い、話に花を

咲かせ盛り上がったこと。覚えたてのフィリ

ピン語で「マガンダン　ハポン！（こんにちは）」

と挨拶してくれる子どもが印象的で嬉しかっ

たこと。自身も日本の伝統的な遊びや折り紙、

輪投げなどを子どもたちから教わり、日本

文化についての理解を深めた。最終日には

記念樹林を行い、一生忘れられない大切な

思い出を胸に刻んだ。 

国境と年代を超えた、 
こころの交流 

取材・執筆：大宮 あゆみ（総合政策学科４年） 

向き合っているのは、世界です。 

感じているのは、世界です。 

教えてくれるのは、世界です。 

見つめているのは、世界です。 

出会えるのは、世界です。 

話しているのは、世界です。 

学んでいるのは、世界です。 

７月 

１２月 

３月 

名古屋キャンパス 



アイシン・エイ・ダブリュ（１３） アイシン精機（９） 日本特殊
陶業（６） ヤマザキマザック（５） 三菱重工業（５） マキタ（５） 
林テレンプ（５） ジェイテクト（５） 中央発條（４） 豊田自動
織機（４） ブラザー工業（４） 森精機製作所（４） 三菱電
機（４） トヨタ紡織（４） オンワード樫山（３） 大日本印刷（３） 
ＩＮＡＸ（３） ＣＫＤ（３） 東芝（３） 住友電装（３） 日本電気（３） 
日立製作所（３） ＳＵＮＸ（３） 大同メタル工業（３） ニトリ（２） 
凸版印刷（２） 東海ゴム工業（２） 中外製薬（２） ノリタケカ
ンパニーリミテド（２） 日本ガイシ（２） 大同特殊鋼（２） リン
ナイ（２） 富士ゼロックス（２） オークマ（２） ホシザキ電機
（２） 日本アイ・ビー・エム（２） トヨタ車体（２） 東海理化電
機製作所（２） シヤチハタ（シヤチハタグループ）（２） トー
ヨーキッチン＆リビング（２） 伊藤園（１） 森永乳業（１） ミキ
ハウス（１） トリンプ・インターナショナル・ジャパン（１） 大阪
シーリング印刷（１） 日本メナード化粧品（１） 東レ（１） 大
正製薬（１） 新日本製鐵（１） 神戸製鋼所（１） ワイケーケー
（ＹＫＫ）（１） 岡村製作所（１） 川崎重工業（１） 富士通（１） 
小島プレス工業（１） デンソー（１） 日産自動車（１） 小松
製作所（１） 浜松ホトニクス（１） 河合楽器製作所（１） 日
本たばこ産業（１） ローランド（１） ノバルティスファーマ（１） 
エンケイグループ（１） シャンソン化粧品（１） 石川島播磨重
工業（１） アップルコンピュータ（１） コカ・コーラセントラル
ジャパン（１） ブリティッシュ・アメリカン・タバコ・ジャパン（１） 

各種製造 

キ 

０ 
人 

１８ 
心 

８ 
日 

１１ 
英 

２８ 
ス 

5
フ 

４ 
ド 

１０ 
ア 

１１ 
経 

３９ 
営 

４１ 
法 

２２ 
総 

４１ 
情 

１１ 
数 

２０ 
合計 

２６９ 
学科 
内定者数 

三菱東京ＵＦＪ銀行（５２） 大垣共立銀行（２５） 三井住友海
上火災保険（２１） 名古屋銀行（１８） 十六銀行（１６） 損害
保険ジャパン（１４） 東京海上日動火災保険（１３） 岡崎信
用金庫（１２） 野村證券（１１） 中京銀行（１０） 大和証券（９） 
百五銀行（８） 愛知銀行（８） 碧海信用金庫（８） 三重銀行
（７） 第一生命保険（７） 第三銀行（６） 三井住友銀行（６） 
岐阜信用金庫（６） 日本生命保険（６） みずほフィナンシャ
ルグループ（６） 瀬戸信用金庫（５） 東海労働金庫（４） 三
菱ＵＦＪ証券（４） 東濃信用金庫（３） 西尾信用金庫（３） 岡
三証券（３） 住友生命保険（３） いちい信用金庫（３） 明治
安田生命保険（３） 蒲郡信用金庫（２） 商工組合中央金庫
（２） みずほインベスターズ証券（２） 東海東京証券（２） 新
光証券（２） ニッセイ同和損害保険（２） アメリカンファミリー
生命保険会社（２） あいおい損害保険（２） ＳＭＢＣフレンド
証券（２） 日本銀行（１） 住友信託銀行（１） 知多信用金庫
（１） 北伊勢上野信用金庫（１） 豊田信用金庫（１） 尾西信
用金庫（１） 浜松信用金庫（１） 関信用金庫（１） 中小企業
金融公庫（１） 豊橋商工信用組合（１） 日本興亜損害保険
（１） 三信東栄（１） 三井トラストファイナンシャルグループ（１） 

金融・保険 

キ 
３ 

人 
１４ 

心 
２０ 

日 
１１ 

英 
１９ 

ス 
８ 

フ 
４ 
ド 
４ 

ア 
６ 

経 
６７ 

営 
８４ 

法 
３７ 

総 
５８ 

情 
６ 

数 
８ 

合計 
３４９ 

学科 
内定者数 

東海旅客鉄道（１０） 全日本空輸（９） 西日本電信電話（８） 
日本通運（５） 名港海運（４） 豊通シスコム（４） 愛知海
運（２） 近鉄エクスプレス（２） キムラユニティー（２） 日本
トランスシティ（２） 三協（２） 豊通物流（２） 中部テレコ
ミュニケーション（２） ソフトバンクモバイル（２） 西濃運輸
（１） 東陽倉庫（１） 名古屋鉄道（１） 日本航空インター
ナショナル（１） トヨタ輸送（１） 遠州鉄道（１） トヨフジ海
運（１） 西日本旅客鉄道（１） 三菱倉庫（１） 上組（１） 三
井倉庫（１） エアーセントラル（１） 郵船航空サービス（１） 
マースク（Ａ．Ｐ．モラーグループ）（１） 中部国際空港（１） 
シンガポール航空（１） ＪＡＬエクスプレス（１） エヌティティ
ドコモ東海（１） 佐川急便（１） ソフトバンクＢＢ（１） ジェ
イエア（１） 

運輸・通信 

キ 

０ 
人 

６ 
心 

０ 
日 

４ 
英 

１２ 
ス 

７ 
フ 

６ 
ド 

２ 
ア 

４ 
経 

７ 
営 

８ 
法 

４ 
総 

１７ 
情 

７ 
数 

５ 
合計 

８９ 
学科 
内定者数 

豊通ヒューマンリソース（１３） インテリジェンス（５） ＪＴＢ中部
（５） トヨタファイナンス（４） ＪＡＬスカイ名古屋（４） ＵＦＪセン
トラルリース（４） エイチ・アイ・エス（３） クラブツーリズム（３） 
キリックスリース（３） パソナ（３） アデコ（３） ＪＡＬスカイ関西
（３） 名古屋観光ホテル（２） 近畿日本ツーリスト（２） トップツ
アー（２） 日本旅行（２） リゾートトラスト（２） セントラルオー
トリース（２） セントラルファイナンス（２） ジェイティービートラ
ベランド（２） 名古屋東急ホテル（１） プリンスホテル（１） ジェ
イアール東海ホテルズ（１） 名鉄観光サービス（１） ジェイアー
ル東海ツアーズ（１） ＪＴＢサポート中部（１） ワタミフードサー
ビス（１） イオンクレジットサービス（１） クレディセゾン（１） ダイ
ヤモンドシティ（１） 名南経営（１） 綜合警備保障（１） 出雲殿
グループ（１） ピープルスタッフ（１） ＪＡＬスカイサービス（１） テ
ンプスタッフ（１） ヒューマンリソシア（１） 平安閣（名古屋）（１） 
ＪＡＬウェイブ（１） リクルートスタッフィング（１） トヨタファイ
ナンシャルサービス（１） ＡＮＡエアサービス東京（１） ＪＡＬウェ
イズ（１） 中部国際空港旅客サービス（１） ダイヤモンド・ビッ
グアンドリード（１） ジェイアール東海パッセンジャーズ（１） 

各種サービス 

キ 
０ 
人 
１１ 

心 
９ 

日 
８ 
英 
１８ 

ス 
５ 
フ 
８ 
ド 
８ 
ア 
１０ 

経 
１０ 

営 
３１ 

法 
１０ 

総 
２５ 

情 
２ 
数 
５ 

合計 

１６０ 
学科 
内定者数 

ユーフィット（１３） トヨタコミュニケーションシステム（９） 中
部日本電気ソフトウェア（６） オービック（６） インテック（４） 
東邦ガス情報システム（３） ＮＴＴデータ東海（３） 日立シス
テムアンドサービス（２） 富士通中部システムズ（２） 富士ソ
フト（２） 三菱電機メカトロニクスソフトウエア（２） タック（２） 
アイシン・エンジニアリング（２） 中電シーティーアイ（２） 住
商情報システム（１） 日本電子計算（１） ＣＳＫシステムズ（１） 
ダイテック（１） シーイーシー（１） 東芝情報システム（１） メイ
テツコム（１） デンソークリエイト（１） ＪＦＥシステムズ（１） 
オープンシステムテクノロジー（１） トヨタデジタルクルーズ（１） 
アルゴグラフィックス（１） ＴＩＳ（１） 東京海上日動システムズ
（１） ＩＢＭビジネスコンサルティングサービス（１） 

情報処理 

キ 
０ 

人 
１ 

心 
３ 

日 
０ 

英 
３ 

ス 
０ 

フ 
２ 
ド 
２ 

ア 
１ 

経 
８ 

営 
７ 

法 
５ 

総 
１１ 

情 
４５ 

数 
３０ 

合計 
１１８ 

学科 
内定者数 

リクルート（５） アドプランナー（４） プロトコーポレーション（プ
ロトグループ）（３） 浜島書店（２） 新日本法規出版（２） リ
クルートＨＲマーケティング東海（２） ＺＩＰ－ＦＭ（２） 三晃社
（２） アドバ（２） エン・ジャパン（２） 中日新聞社（１） 中部ケー
ブルネットワーク（１） アサツーディ・ケイ（１） ジェイアー
ル東海エージェンシー（１） 名古屋テレビ映像（１） ジェイ・
ブロード（１） 岐阜エフエム放送（１） ウェブスタージャパン（１） 

マスコミ 

キ 

０ 
人 

３ 
心 

４ 
日 

４ 
英 

３ 
ス 

２ 
フ 

３ 
ド 

１ 
ア 

１ 
経 

４ 
営 

８ 
法 

５ 
総 

６ 
情 

０ 
数 

２ 
合計 

４６ 
学科 
内定者数 

愛知県教育委員会（４） イーオン（４） 藤田学園（藤田保
健衛生大学）（３） 野田塾（３） ＮＯＶＡ（３） 教育企画（名
進研）（３） 名古屋市教育委員会（２） 椙山女学園（２） 
エヌイーホールディングス（２） 秀英予備校（２） えいすうグ
ループ（２） 岐阜県教育委員会（１） 三重県教育委員会（１） 
美濃加茂学園（美濃加茂中学高等学校）（１） 南山学園
（１） 名城大学（１） 梅村学園（中京大学）（１） 愛知医科
大学（１） 津田学園（１） 豊川高等学校（１） 青山学院（１） 
星稜高等学校（学校法人稲置学園）（１） 

教育 

キ 

０ 
人 

４ 
心 

５ 
日 

８ 
英 

７ 
ス 

２ 
フ 

１ 
ド 

１ 
ア 

３ 
経 

５ 
営 

２ 
法 

１ 
総 

３ 
情 

０ 
数 

５ 
合計 

４７ 
学科 
内定者数 

瀧定名古屋（５） 愛知トヨタ自動車（５） ジェイアール東海高
島屋（５） 豊島（４） 理研産業（４） ユニー（４） 興和（４） 阪
和興業（４） 松坂屋（３） タキヒヨー（２） スズケン（２） ＬＶＪ
グループ（ルイ・ヴィトン ジャパン）（２） 八神製作所（２） ダイ
ワボウ情報システム（２） メガネの和光（２） 大塚商会（２） ヤ
マナカ（２） 交洋（２） ＮＩ帝人商事（２） 豊田通商（２） 森村商
事（２） 岡谷鋼機（２） 菱食（１） 伊藤忠食品（１） ファースト
リテイリング（１） 花王販売（１） ミルボン（１） エルメスジャポ
ン（１） エイデン（１） ニッセイコム（１） キクチメガネ（１） ティ
ファニー・アンド・カンパニー・ジャパン・インク（１） サンゲツ（１） 
光文堂（１） トヨタカローラ愛豊（１） ネッツトヨタ中部（１） ネッ
ツトヨタ東名古屋（１） 星野楽器グループ（星野楽器）（１） 日
比谷花壇（１） ＵＳＥＮ（１） 名鉄百貨店（１） イオン（１） 三交
クリエイティブ・ライフ（１） 遠鉄百貨店（１） ファミリ－マ－ト
（１） ドイツ三越（１） 名鉄協商（１） 日本紙パルプ商事（１） 
オークローンマーケティング（１） トッズ・ジャパン（１） 

商社・流通 

キ 

１ 
人 

１０ 
心 

８ 
日 

１９ 
英 

１０ 
ス 

４ 
フ 

５ 
ド 

８ 
ア 

６ 
経 

１５ 
営 

１９ 
法 

７ 
総 

３７ 
情 

５ 
数 

３ 
合計 

１５７ 
学科 
内定者数 

積水ハウス（５） 山田商会（４） トヨタエンタプライズ（３） 
ミサワホーム東海（２） 三井不動産販売（２） 徳倉建設（１） 
矢作建設工業（１） 大林組（１） 大和ハウス工業（１） 旭
化成ホームズ（１） 名古屋セキスイハイム（１） 住友不動産
販売（１） シービー・リチャードエリス（１） 積和不動産中部
（１） 東急リバブル（１） ＹＫＫ ＡＰ（１） 

建設・不動産 

キ 

０ 
人 

３ 
心 

４ 
日 

２ 
英 

０ 
ス 

０ 
フ 

１ 
ド 

１ 
ア 

１ 
経 

８ 
営 

５ 
法 

８ 
総 

１１ 
情 

０ 
数 

１ 
合計 

４５ 
学科 
内定者数 

全業種 

キ 
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人 
人 外 

７４ 
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６９ 

日 
７０ 

英 
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ス 
３８ 

フ 
３７ 
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３７ 

ア 
４７ 
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２１５ 
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経 営 法 総 

２２４ 
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７７ 

数 
数 

８０ 

合計 

１３７１ 

学部 
学科 
内定者数 

アイシン精機（2） デンソー（3） トヨタ自動車（1） トヨタ紡織
（1） 京セラ（1） 富士ゼロックス（2） 富士通（２） 富士電機シ
ステムズ（1） 

大学院生（数理情報研究科）の主な就職先 

愛知県警察本部（１０） 名古屋市人事委員会（５） 東邦瓦斯
（４） 愛知県人事委員会（４） 中部電力（３） 岐阜県警察本
部（３） 岡崎市役所（３） 愛知県信用農業協同組合連合会
（３） 愛知県警察職員（３） 国税専門官（２） 瀬戸市役所（２） 
豊田市役所（２） 名古屋市消防局（２） 国家公務員　種（２） 
半田市役所（２） 国際交流サービス協会（２） 全国共済農業
協同組合連合会 愛知県本部（２） 一宮市役所（１） 岐阜県
人事委員会（１） 東海市役所（１） 西尾市役所（１） 裁判所
事務官　種（１） 桑名市役所（１） 防衛庁（自衛隊幹部候補
生）（１） 愛知県人事委員会（学校事務）（１） 高岡市役所（１） 
富山市役所（１） 日本貿易振興機構 アジア経済研究所（１） 
日本赤十字社愛知県支部（１） 成田国際空港（１） なごや農
業協同組合（１） 岐阜県農業協同組合中央会（１） 家庭裁
判所調査官補　種（１） 日本郵政公社（１） （公立）陶生病
院（１） 日本医療事務センター（１） 聖霊会 聖霊病院（１） 
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　民間企業による2007年3月卒業予定

者に対する求人倍率は1.89倍（昨年度

1.60倍）と、昨年をさらに大きく上回ること

となった（リクルートワークス研究所調べ）。

しかし、ここ数年来の厳選採用、2極化（優

秀な学生への内定集中）傾向は依然存

在する。数字上は売り手市場となってい

るが、採用競争の激化に伴い、就職活動

は早期に始まりかつ長期化している。早

い準備とキャリア形成に対する真摯な取

り組みが要求されることに変わりはない。 

　本学の2006年度就職内定率（2007年

2月1日現在）は、全体で81.3%（進路届

ベース）となっている。最終的な結果は

今後の進路申告（把握）状況によるが、地

元中部地区の活況もあり、おおよそ昨年度

並みの高い率が予想される（昨年度最終

データは全体98.4、男子98.4、女子98.3％）。 

　業種別・学科別就職内定状況は別表

の通りである。進路先としては、今期積

極的な採用活動を行った金融業界が最

も多く、続いて各種製造業、サービス業と

商社流通業が続いている。地元企業は

もとより、全国の大手企業からも引き続き

高い評価を受けることとなった。 

（就職委員会委員長　荒井 好和） 
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センター併用マルチ入試（センター５０）・一般入試 合格発表 センター利用入試（センター１００）を前期・後期日程に変更、３年連続志願者増 

名古屋キャンパスの東側、A棟（法科大学院棟）

の隣接地に建設を進めていたB棟（教室棟：地

上４階建て）とC棟（事務・食堂棟：地上３階建て）

が完成。２００７年４月より供用を開始する。建物

のイメージは、コンクリート打放しと南山の土

地の色を表現したアースカラーを用い、既設の

名古屋キャンパスだけでなく、学園設置母体「神

言修道会」の建物（神言神学院）との調和を図っ

ている。B棟には４００人教室など１０教室が新

たに整備され、C棟には２００６年度末で閉鎖した

第１食堂に替わり、１階には２６２席を備えた食堂、

２階には２７２席を備えたカフェテリアがオープ

ンする。また、C棟３階には、これまでキャンパ

スの両端に離れていた学生課と教務課が同じ

フロアに入り、さらなる学生サービスの充実を

目指す。あわせて、山手通りに面する「山手通門」

とそこに至るアプローチも完成し、新しい本

学の顔としての期待がかかる。 

名古屋キャンパスの東側、A棟（法科大学院棟）

の隣接地に建設を進めていたB棟（教室棟：地

上４階建て）とC棟（事務・食堂棟：地上３階建て）

が完成。２００７年４月より使用を開始する。建物

のイメージは、コンクリート打放しと南山の土

地の色を表現したアースカラーを用い、既設の

名古屋キャンパスだけでなく、学園設置母体「神

言修道会」の建物（神言神学院）との調和を図っ

ている。B棟には４００人教室など１０教室が新

たに整備され、C棟には２００６年度末で閉鎖した

第１食堂に替わり、１階には２６２席を備えた食堂、

２階には２７２席を備えたカフェテリアがオープ

ンする。また、C棟３階には、これまでキャンパ

スの両端に離れていた学生課と教務課が同じ

フロアに入り、さらなる学生サービスの充実を

目指す。あわせて、山手通りに面する「山手通門」

とそこに至るアプローチも完成し、新しい本

学の顔としての期待がかかる。 

男子 
内定者数 

女子 
内定者数 

求人企業数 

県 名 

533 838
3,629社 

県 名 

都道府県別  志願者・合格者 

【２００７年度入試の主な変更点】 

１. センター利用入試（センター１００）を 
　 前期・後期に分割 

２. 〈一般入試〉数理情報学部の各種変更 
● 試験方式 ： A日程・B日程 → A方式・B方式 
● B方式配点 ： 数学 ３００点 → ２００点 
　　　　　　 理科 ２００点 → ３００点 
● 「理科」の『物理II』『化学 II』の出題範囲を 
　必修項目の一部に限定 

センター利用入試 
（センター１００） 

→
 

→
 

センター１００ 
［後期］ 

センター１００ 
［前期］ 

２００７年４月 
新校舎B棟・C棟竣工 
２００７年４月 
新校舎B棟・C棟竣工 

特 
　 集 
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C棟 

B棟 

1F 2F 3F

５０人 
教室 

５０人 
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ブリッジ 

５０人 
教室 

５０人 
教室 

３０人教室 ３０人教室 

EV

WC

WC

4F

４００人教室 B棟 カフェテリア C棟 食 堂 C棟 

山手通門に設置された大学ロゴ。最寄りの
地下鉄駅やバス停からのアクセスも良好。 

新設の山手通門からA棟へと繋がる、可能
な限り自然を生かして整備されたアプロ
ーチ。 

今日的に求められる機能を備えた、３０人～４００人までの規模の異な
る１０室を整備。教育効果の向上や教室不足の解消が実現される。 

 

　２００７年度入試の最も大きな変更点は、

センター利用入試（センター100）に前

期日程を追加したことである。昨年度ま

で一般入試、センター併用マルチ入試（セ

ンター50）の合格発表後が出願期間で

あったセンター利用入試（センター100）

を、実質的には前期日程を追加する形で、

前期日程・後期日程の２つに変更した。

その結果、志願者は一般入試13,475人

（昨年比約3.8%増）、センター併用マル

チ入試（センター50）4,516人（同約15.7

％減）、センター利用入試（センター100）

［前期］3,345人となった。この時点で主

要3入試の総志願者数は21,336人とな

り、センター利用入試（センター100）［後期］

の出願受付を前にして、昨年度を約6.1

％上回り、３年連続の志願者増となった。 

 

　合格発表は、昨年度から本学構内での掲

示を取り止め、Webページ上に合格者の受験

番号を掲載し、併せて合格通知書を発送して

いる。今年度は、一般入試4,295人、センター併

用マルチ入試（センター50）1,741人、センター利

用入試（センター100）［前期］1,100人の合格

者を発表した。 

（試験運営委員会委員長　櫻井 進） 

 

　センター併用マルチ入試（センター50）は、2月7日

に名古屋試験場（本学名古屋キャンパス）を含む全

国12の試験場（東京、松本、富山、金沢、静岡、浜松、

大垣、津、大阪、広島、福岡）で滞りなく行われた。 

　2月9日から13日にかけて名古屋キャンパスで実施

された一般入試は、例年心配される天候も幸い5日

間とも好天に恵まれ、とくに大きな問題もなく順調に

行われた。 
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合計 
一般入試 
合格者数 

センター50 
合格者数 

一般入試 
志願者数 

センター50 
志願者数 

都道府県（出身高校所在地） 
センター１００ 
（前期）合格者数 

センター100 
（前期）志願者数 

（*1） 2006年度は数理情報学部所属Ａ日程・Ｂ日程　（*2） 2007年度はセンター１００［前期］ 
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キリスト教学科 
人類文化学科 
心理人間学科 
日本文化学科 
人文学部計 
英米学科 
スペイン・ラテンアメリカ学科 
フランス学科 
ドイツ学科 
アジア学科 
外国語学部計 
経済学科Ａ方式 
経済学科Ｂ方式 
経済学部計 
経営学科Ａ方式 
経営学科Ｂ方式 
経営学部計 
法律学科 
総合政策学科Ａ方式 
総合政策学科Ｂ方式 
総合政策学部計 
数理情報学部所属Ａ方式（*1） 
数理情報学部所属Ｂ方式（*1） 

数理情報学部計 
 

一般入試 
志願 

2007
学部 学科・方式 

合格 
センター５０ 

志願 合格 
センター１００（*2） 

志願 合格 
2006

学部別 志願者・合格者推移 

11 
39

1 
15

高卒認定・その他 

18 
104

明るく開放感のある空間となった「　　　」。 
昼のカフェメニューに加えて、朝食での利用も可能。 

かつての第１食堂にちなみ「　　　　　」と名づ
けられた新食堂。麺・丼・定食類が提供される。 

建物概要 

： 

： 

： 

： 

： 

 

： 

： 
　 

敷地面積 

用途地域 

地域地区 

建築面積 

延床面積 

 

建築物の高さ 

構 造  

16,987.25 

第一種住居地域 

宅造規制区域・文教地区 

1,574.88 

B棟／3,055.10 

C棟／1,814.64 

21.935m（最高の高さ） 

B棟／鉄骨鉄筋コンクリート造  
　　 4階建 

C棟／鉄筋コンクリート造 
　　 ３階建 

A棟 

D棟 

E棟 F棟 

G棟 
H棟 

J棟 

K棟 

L棟 

M棟 
N棟 

本部棟 

正門 

北門 

西門 

山手通門 
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